
２⼈にひとりが90 歳まで⽣きる時代

“⻑⽣き”は不幸ですか？楽しみですか？



『⻑⽣きするのも悪くない』
シニア世代も若い世代も、みんながそう感じられる街。

そこには、どんな “⾵景”があるのだろう？

そこには、どんな “仕組み”があるのだろう？

BABAlabは、みなさんと⼀緒に仮説をたて

「あったらいいな」と思う仕組みやサービスを

調査、研究、開発しています。



仮説

『⻑⽣きするのも悪くない』と感じられる“⾵景”とは？

仮説１ 年をとっても楽しく働ける場がある

仮説２ 街にいるおじさんやおじいさんが楽しそう

仮説３ 多世代で交流できる場がある



『BABAlabさいたま⼯房』の運営

年を重ねても、好きなこと‧得意なことをいかして

働ける＆交流できる場をつくりたい

BABAlabさいたま工房 HP http://babasaitama.com/

30代〜90代が働く 「孫育てグッズ」作って売っています









仮説２ おじさんたちを理解しよう

シニアのコミュニケーション能⼒

⾃⼰肯定感をあげるコンテンツ
「SHOW＆TELL」

“シニア男性“を受け⼊れ‧理解

するためのコンテンツ
「おじさんあるある」

⼥⼦⼤学とのコラボ



仮説２ 「空き⼈」を発掘しよう

⼦供や孫、友⼈など

⼊り⼝となる
ツール‧仕組み 就労

相談窓⼝
地域に眠る⼈材
「空き⼈」

何かしてほしい
将来が⼼配

地域活動

サークル‧趣味

居場所

ボランティア

学習の場

ひまつぶし

２
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本⽇はありがとうございました
桑原 静（クワハラ シズカ）1974年さいたま市⽣まれ
20代は、企業のWEBコミュニティサイトの企画と運営。
30代は、リアルのコミュニティの企画。NPOの事業化⽀援など。

シニアのコミュニティや働き⽅に興味があり、2011年『BABA lab』スタート。
40代は、シニアのホンネを活かしたサービスや場づくりやってます。
BABAlab 代表 baba-lab.net
シビックテックさいたま 世話⼈ civictechsaitama.com

https://scrapbox.io/sizkababalab/


